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1. はじめに 

 東北地方太平洋沖地震による津波被害を受け，適切な

避難行動のためのソフト対策の重要性が再確認された．

津波避難において最も重要なことは「早く，高い所へ逃

げる」であり，そのためには避難場所や避難経路の適切

な確保が不可欠となる．避難場所や避難経路の選定には

様々な地理的要素が関連する．本研究では宮崎市を対象

に，地理情報システム（GIS）を用いて避難困難エリアの

抽出と津波避難場所の配置に関する検討を行うことを目

的とする． 

2. 解析条件 

2.1 津波避難場所の概要 

本研究は宮崎市を対象とした．宮崎市は太平洋に面した

人口約 40万人 1)の地方都市である.南海トラフ地震が発

生した場合の津波到達時間は最短約 18分（津波高 1ｍ），

建物全壊 2900棟，半壊 4400棟，死傷者数 11000人と想

定されている 2)．宮崎市では民間アパート等の津波避難

ビル 126箇所，老人ホーム等の福祉避難所 12箇所，小

中学校等の指定避難所 41箇所，公園等の一時避難所 16

箇所の合計195箇所が津波避難場所に選定されている 3)． 

2.2  地理情報の入力 

 宮崎県による宮崎市のハザードマップ 3)をGISに読み

取り，グーグルアースから取得した空中写真をレイヤと

して重ねた．次にハザードマップを元に浸水地域と避難

所の位置を入力した．最後に空中写真画像と地図を確認

しながら道路ネットワークを入力した．  

2.3 津波到達時間，避難速度の設定 

 本研究では南海トラフ地震を想定し，地震発生から津

波到達までの時間を 16分，地震発生後から津波避難警報

発令までの時間を 3 分 4)とした．既往の研究では高齢者

の避難歩行速度は 3.8km/h5)とされる場合が多いが，東日

本大震災での平均避難速度は 2.3km/h6)であったため，こ

こでは 2.3㎞/ｈを採用して解析を行った． 

2.4 避難時間の設定 

 津波到達時間は地震発生から 16分であるので，避難警

報を受けて即時に避難を開始する人の避難時間は，警報

の発令に要する 3分間を引いた 13分となる．東日本大震

災では，地震発生から避難開始までに要した時間は凡そ

9～14分 6)であった．この例を宮崎市にあてはめると避難

時間は 2～7分となる（図‐1参照）．本研究では，この

避難時間を参考に避難シナリオを幾つか設定して解析を

行った． 

 

 

 

 

 

 

図‐1避難時間の考え方（避難準備に 7分要する場合） 

3. 解析結果 

3.1 避難時間 2分の場合（避難準備時間 11分） 

図‐2の赤で示したエリアが，避難時間 2分の場合の避

難可能エリアである．浸水域は水色で示している．解析

結果が示しているように，避難時間 2分の避難可能エリ

アは非常に狭い．このことから，宮崎市における津波避

難では地震発生後の迅速な避難行動が強く求められる．

 

図‐2 （避難時間 2分） 

（紫→津波避難ビル，オレンジ→福祉避難所，緑→指定

避難所，黄色→一時避難所を示している） 

 



3.2 避難時間 7分と避難時間 13分の場合 

 図‐3と図‐4に避難時間 7分と避難時間 13分の場合

の避難可能エリアを示している．避難時間 13分の場合は

警報発令後に即時避難をした場合に相当する．図中の白

い丸で囲んだエリアは避難困難エリア（宅地があるエリ

ア）である．避難時間が長くなるにつれ避難可能エリア

が広がっていく様子が分かる．ただし，避難時間 13分（即

時避難）であっても避難困難エリアが残っている． 

   

図‐3（避難時間 7分）  図‐4（避難時間 13分） 

3.3 ケース間の比較  

 図‐5 は，避難時間が最も短い 2 分の場合（赤色エリ

ア）と最も長い 13分の場合（緑色エリア）の避難可能エ

リアを比較したものである．また，図‐6 は 7 分（赤色

エリア）と 13分（緑色エリア）の場合を比較したもので

ある．両図を比較すると，避難時間 11分の差は避難可能

エリアに大きく影響していることがわかるが，避難時間

6 分の差であっても避難可能エリアは大きく異なること

が読み取れる．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．おわりに 

宮崎市を対象に，避難時間によって避難可能エリアがど

の程度変化するのかを確認した．避難準備に時間がかか

るほど避難時間は短くなる．よって，十分な避難時間を

確保するためには避難準備をいかに短くするかが重要と

なる．想定される南海トラフ地震では，宮崎市における

津波到達時間は短いため，常に防災の意識を持ち，日頃

から地震発生時に持ち運ぶ荷物等を確認し準備しておく

ことが強く望まれる．しかし，警報発令後に即時避難し

たとしても図‐4 に示すよう避難困難エリアが宮崎市内

には存在する．よって，そのような地区には新たな津波

避難場所の確保が必要となる．一方，避難困難エリアで

はあるが住居等がない場所も散在する（例えば，図‐3

や図‐4において黄色で示した地区）．土地利用や人口密

度等の地理情報を用いて避難場所確保の対策優先順位を

検討することが今後の課題である． 
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